
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント
ICT,学習形態、授業形態、
使用教材においての視点の
工夫を取り入れ、年間３回
の教員相互による授業観察
を行う。

令和８年度全国学力
学習状況調査の結果
においてすべて都の
平均を上回る。

B A A

教員相互の授業観察は計画通り
に進んでいる。お互いにコメン
ト欄を使用し授業改善に向けて
の取り組みが定着してきた。

B B

年間三回の授業観察週間を設け
たことで、授業改善の意識が高
まり、生徒の学力向上の取組の
一環として一定の成果が出た。

B

教員が生部ということは、一番
大事な姿勢である。計画的に研
修していることを継続し成果を
あげてほしい。

教区課題実践校としての
学力向上の取組は続くの
で、目に見える形で成果
を望みたい。

学級経営を得意とする教員
を中心に据え、過去の実践
をもとに校内で共有。分科
会を設置し魅力ある学級か
ら学力の向上を図る。

年２回のQUテスト
において２回目が全
学級が肯定的な意見
が上回る

B B B

１回目のQUが終了し、高寧研
修会の「魅力ある学級経営部
会」において検証した。次回は
１０月末に実施予定。

B B

年間２階のQU検査を分科会で
検証し、可視化することで客観
的に自分の学級の様子がわかり
変容する一端となった。

A

２回のQUを全体で分析したこ
とで、学級担任が俯瞰して学級
を見ることができたことは大き
い。共有も図れた。

学校の基盤はクラスであ
る。生徒の変容をいち早
く看取り健全育成を図っ
ていただきたい。

巡回図書担当と本校担当の
図書運営の充実

全校生徒への図書室
の活用についての説
明会の実施を１回実
施。

B B B

学校図書館のデジタル化が整備
され担当者を通して、図書委員
会の呼びかけで活性化されつつ
ある。

B B

学校図書館の整備を担当者と小
松川図書館の職員と連携し進め
た結果、魅力ある図書館が整備
され来館者が増加した。

B

魅力的な学校図書館が整備され
た。外部の力をお借りすること
で目に見えるノウハウを教えて
いただいた。

読書離れが進む中、学校
図書館が魅力的になるこ
とはとても意義がある。

工夫した段階的なゲーム形
式を取り入れ、教えあい学
習を通して体育の好きな生
徒を育てる。

新体力テストにおい
て全校生徒の体力合
計点を昨年度より
５％向上させる。

A A A

男女共修も開校から２年目を迎
え、教えあい学習が定着し、苦
手な生徒が体育に前向きに取り
組む環境が整ってきている。

A A

男女共修の定着により、教えあ
い学習が進み保健体育科の授業
が好きだという肯定的な生徒増
えた。

A

体育好きの生徒がさらに増えた
ことは大きい。生涯スポーツを
視野に入れながら、体育のあら
ゆる種目に触れてほしい。

教えあい学習の効果が見
られ、苦手な生徒が好き
になっている割合が増え
ていることが良い。

各部活動の体力向上にかか
る効果的な年間計画の作成

部活動指導員・外部
指導員の活用

A A A

運動部の加入率も高く、各部活
動において大会での成果が大き
くみられる。部活動を通して生
涯スポーツにつなげていく。

A A

計画的な部活動の取り組みを通
して、健全育成を意識した運営
を並行して指導してきたことで
結果としても一定の成果が出た

B

外部指導員が多数いる本校は、
顧問の指導にプラスアルファし
て技術指導の充実が図れている
ために活性化されている。

部活動の活性化は中学生
にとって一番の魅力であ
る。地域で協力できるこ
とはしていきたい。

新体力テストの活用と分析 全国の平均を全学年
で上回る。

B B B

昨年度は一定の成果が見られた
ことから引き続き指導を継続し
ている。苦手とするソフトボー
ル投げに力を入れる。

B B

全国の平均を大きく上回る種目
が多数あり言っての成果が見ら
れた。柔軟性と握力に課題が見
られる。

B

一定の成果が見られていること
がわかる。好きになることでさ
らに主体的な取組につながるよ
うな指導を期待したい。

保健体育科の導入部分で
の体つくり運動が定着し
成果が見られるように
なってきた。

体育的行事、文化的行事に
おける交流学習

運動会と合唱コン
クールの合同実施

B B B

行事における交流は計画的に進
んでいる。委員会活動の交流を
進めていく。 B B

運動会や文化祭などの大きな行
事を通しての交流があり、練習
や準備の段階から影響しあいな
がら生部体制が整備された。

B

講師を招いてのユニバーサルデ
ザインの研修など特支学級があ
る学校としての利点を異化した
指導を継続してほしい。

前年度に比べて交流する
機会も多くなったことは
大きい。担任間の交流も
進んでいる。

教職員の授業交流の実施
卒業式の合同実施

年２回の授業交流

B A A

教職員間の行事運営での交流が
進んでいる。部活動の合同実施
が定着し異年齢での交流が成果
を上げている。

B B

交流会を実施し、多国籍の文化
に触れることができた。また、
学習に対する意識を夜間学級か
ら見習う機会を作れた。

B

具体的な交流が教員、生徒間で
もできたことは大きい。さらな
る交流を深め刺激のある学校生
活を送ってほしい。

２年目になり「夜間学級
との交流会」を実施した
ことでさらなる交流が進
むと考えている。

保護者への紹介及び理解推
進

紹介パンフレットの
作成

A A A

不登校支援員が週５日間配置さ
れ対応できている。ルールも確
立されたが支援員の生徒対応で
の苦慮が課題。

A A

支援員の積極的なが運営へのか
かわりは特筆するものがあっ
た。ERであれば登校する生徒が
増え復帰の足がかりとなった。

A

不登校だがエンカレッジルーム
があることで、登校できる生徒
が増えたことは良かった。指導
者の育成も必要だろう。

体制が整い、生徒が楽し
く学校に通うことを足掛
かりに教室復帰できるよ
う支援を継続する。

「不登校対策委員会」を要
とした組織的な対応

年度初めから年度末
にかけての引きこも
り生徒の減少 B B B

不登校加配教員を中心に組織的
な対応を進めている。エンカ
レッジルームに登校できる生徒
が増えてきている。

B B

不登校対策委員会の情報共有を
ER運営や学級サポート教室との
連携に生かすことで、どことも
かかわりのない生徒が減った。

B

不登校が減っているわけではな
いが、個々のニーズに応じた環
境作りは現代では必要である。
校舎の利点を生かしてほしい。

まったくつながりのない
生徒はゼロである。
SCやSSWとの交流が進
んでいることが大きい。

いじめアンケートの活用
QUテストの活用
小松川SNSルールの策定

いじめ（年3回）
QU（年２回）の分
析・活用 B B B

いじめ対応があり、組織的に対
応した。教員の情報交換を高
め、早期発見、再発防止に努め
ていく。

B B

年間三回のいじめアンケートを
十分に活用し、個別面談をする
ことで、未然防止、早期発見に
つなげることができた。

B

必ず前兆がある。そこを見過ご
さないことが学校としての体制
が試される。引き続き指導を継
続してほしい。

いじめ未解決ゼロは達成
できた。アンテナを全教
員が高くできる取り組み
を進めたい。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

読書離れが進んでいる中、学校
図書館が整備されてきた意義は
大きいと考える。有効活用して
ほしい。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)
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学校教育目標
・進んで学び、深く考え行動する生徒（知）
・心豊かで、地域社会に貢献する生徒（徳）
・心身共に自ら鍛える、たくましい生徒（体）

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

〇生徒・保護者・地域から信頼される学校〇生徒が夢をもち、生徒の輝く笑顔がいつも溢れる学校
〇自分以外の多様な人を受け入れ、優しく温かい生徒〇思いやりの気持ちと豊かな心をもちルールを守る生徒
〇人に温かく優しく、仕事に厳しく、服務には厳正な教職員集団

前年度までの本校の
現状

〈成果〉
統合校として、公務の円滑な運営のために教職員が一致団結して学校運営にあたり。その中で、担当の教職員が中心とな
り新たな発想を生み出し推進できたこと。またそのことで教員の力量が向上したこと。
〈課題〉
学力向上に対する全教員の授業改善の課題意識

（学力向上）
基礎額学力の定着。全国学力学習状況調査においてすべての教科で都の平均を上回ること。
（生徒主体の安心安全な学校づくり）
生徒会が主体となり学校に誇りを持った生徒の育成

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

体
力
の
向
上

生涯にわたって健康に過ごすこ
とはとても大切なこと。充実し
た授業の中で、将来について考
える機会を持ってほしい。

部活動が盛んで成果を上げてい
ることは喜ばしいことです。部
活動を通して、精神力や仲間の
大切さについて学んでほしい。

一定の成果が出ているとの結果
を聞き主体的に運動に取り組ん
でいる成果が見られていると考
えられる。

全教員の授業改善の更
なる推進

魅力ある学級経営

男女共修を最大限生か
した保健体育科の授業
改善

運動部の活性化

新体力テスト

学
力
の
向
上

今年度の全国学力調査で一定の
成果が見られたと聞き、先生方
の生徒を引きつける授業改善が
進んでいると思っている。

学級の様子を客観的に検査で分
かるのは大きいと思う。一人一
人の生徒を大事にする教育を進
めていほしい。

〇読書科の更なる充実

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

〇特別支援学級との交
流

特別支援学級があり若いうちか
らかかわりを持てることが、生
徒たちの人生において大きなプ
ラスになると思う。

〇夜間学級との交流 夜間学級設置校は都内で８校と
聞いている。異年齢の交流も部
活動を通して進んでいると聞い
ている。貴重な経験と思う。

エンカレッジルームの
充実

様々な家庭環境や、生徒の個々
の特性がある中で、施設を有効
活用して登校しやすい環境があ
り大きな意義がある。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

静かな環境で、教員でない支援
員の存在意義は大きく、生徒の
心の支えになっている。教室復
帰につながるとよい。

学校として、いかにいじめが起
きない雰囲気を作るか、先生方
のアンテナを高くするかにか
かっている。継続した指導を。

不登校対応

いじめ防止
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「特別支援委員会」を要と
した組織的な対応

特別支援委員会の毎
週1回の実施

B B B

特別支援委員会を中心に、SC
や常駐しているSSW、専門員や
養護教諭からの情報が共有でき
ている。

B B

個々の生徒の対応について十分
協議し、個別の対応について保
護者の理解を得ながら共通理解
を図ることができた。

B

様々な特性のある生徒がどこの
学校も在籍している。柔軟で丁
寧な対応のできる教員が増えれ
ば必ずよりよい成果が出る。

特支委員会を中心にそれ
ぞれの役職が責任を果た
し個別対応に当たること
ができていた。

年間で４回ある大きな地域
行事への教員および生徒の
参加

全教職員が年１回は
地域行事に参加す
る。 A A A

全教員による年１回の地域行事
への参加を実施。１００名を超
えるボランティア生徒も参加。 A A

年間計画に基づいて、多くの教
員が参加してくれたことは大変
意義がある。地域で育つ生徒を
一緒に育てていきたい。

A

本地域は地域行事がとても盛ん
である。教員の皆さんが協力的
に取り組んでくれて地域として
も大変ありがたい。

地域の子供たちを育てる
意識を忘れず地域ととも
に学校の役割を果たして
いきたい。

ホームページ委員会の充実 月1000回以上の閲
覧回数

B B B

学校行事、部活動等の学校の様
子を伝えることができている。

B B

学校の様々な取組について開か
れた学校づくりを進めた。

B

学校に普段行けるわけではない
ので、ホームページで伝えるこ
とはとても大きいことである。

学年によってバランスが
取れるようにホームペー
ジ委員会の充実を図りた
い。

教育課題実践推進校の取
組、いじめアンケートの提
示

学期に1回の学校評
議委員会の取組

B B B

生徒の様子や学校の課題等を、
学校評議員会で伝え、客観的な
アドバイスをいただき取組の改
善につなげている。

B A

地域行事でも多くの評議員の
方々とのつながりがあり、評議
員会では忌憚のないご意見をい
ただき充実が図れた。

A

地域の一員として意見の言える
学校評議員会の意義は大きい。
学校にますます協力して地域の
子どもたちを育てていきたい。

管理職だけでなく書簡教
諭が参加し、生徒の具体
的な様子を伝えていきた
い。

学力向上を目指すための分
科会①「魅力ある学級経
営」②「生活習慣の改善」
の取組

QUの結果及び生活
習慣改善アンケート
の肯定的回答の増加 B B B

「睡眠と学力向上」「食育と学
力の向上」の２回の講演会を実
施し、生徒および保護者の生活
習慣改善の取組を実施。

B B

３回の外部講師を招いての講演
会は、生徒及び教員にとって大
きな刺激となった。具体的な生
活に取り入れさせたい。

B

基本的な生活習慣を正すこと
は、現代の子どもたちにはます
ます大事であると考える。保護
者も巻き込んでほしい。

保護者の参観が少なかっ
たために、計画を整えて
取り組みを継続していき
たい。

学力向上を目指すための分
科会③「区の施策の効果的
な実践」の取組

補習教室を長期休業
中に集中的に実施
よむYOMUワーク
シートの年間取組

B B B

「区の施策の効果的な実施」分
科会が中心になり、よむYOMU
ワークシートの取組の周知、放
課後補習教室の連絡調整を実施

B B

区の様々な施策について取組こ
とで、より多くの教員が区の施
策についてわかりながら取り組
むことができた。

B

区の施策に則って学校全体で取
り組めていることは素晴らしい
ことだと考えている。継続して
いただきたい。

次年度も継続した取組を
進めていくことから、分
科会のさらなる充実を図
りたい。

教育課題実践推進校の取組
としてキャリア教育を柱に
据えた取組

ICTを活用した公開
授業の実施

B B B

計画的に職業や進路学習を進め
ることができた。

B B

講師を招いての学習会から、大
きな変容も見られた。より充実
した具体的なキャリア教育を進
めていきたい。

B

働く力を身に着けることは、早
ければ早い方が良い。様々な経
験をさせることが大事であると
思う。

働く意識を高めるきっか
けを様々な角度から取り
組んでいきたい。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

個に応じた指導の充実 難しい家庭環境、生徒が多い
中、教員以外の専門職が効果的
に働くことは大きな意義があ
る。引き続き組織的に対応を。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

魅力ある学級経営と
生活習慣の改善に対す
る取組

学力向上にむけての生活習慣の
改善にスポットを当てているの
は非常に興味深い。発表を楽し
みにしている。

区の施策の効果的な実
践

学力向上は江戸川区の大きな課
題の一つである。本校がその流
れに乗って研究していることに
は大きな意義がある。

特支学級の学力向上 生きる力の育成を図ることが一
番大事である。働くことのでき
る知識、ふるまい、健康と体力
を身につけてほしい。

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

地域行事への積極的な
参加

地域の人間としては、地域の子
供たちに期待するところは大き
い。引き続き協力いただけると
ありがたい。

学校HPの充実 学校行事の活躍がわかりやすく
生徒も保護者ありがたいと思
う。

学校評議員期の充実 新しい学校３年目で軌道に乗っ
てきているのを感じる。地域の
生徒のために協力できたらと考
えている。
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